
事故事例９（一般乗用）対向車列の間から転回しようとして対向直進の二輪車
と衝突

曜日・時間・天候 ９月１６日（木 ・８時１２分・晴）

場 所 一般道 制限速度 ５０㎞／ｈ

道路の状況 乾燥 幅員１６メートル

運 転 者 年齢５６歳 運転歴２年８月

乗務開始～事故発 ４８ｋｍ

生の乗務距離

損 害 重傷１名

事故概要

当該タクシー運転者は、運行管理者の点呼を受け６時１５分に出庫、６回目の営業

後、事故現場の１５メートル～２０メートル手前で７回目の乗車申込みを受け、次の

信号機のある横断歩道上で方向転回すべく横断歩道手前で一旦停止し、対向車線の第

一車線がバス優先レーンであったこと及び第２レーンが渋滞していたためバス以外の

対向車両はないものと思い、転回を開始したところ対向車線を直進してきた二輪車と

当該車両の左側面が衝突したもの。

種 別・形 状 小型・箱型

乗 車 定 員 ５名

当時の乗車人員 ２名

推定原因 事故の要因 事故再発防止対策

運転者 運転者 運転者

対向車線の状況を確実 方向転回する際は、対向車線

方向転回時の安 に確認、把握せずに、 の死角の部分についても状況

全不確認 こないだろうとの思い を確実に確認、把握してから

こみにより方向転回を 転回を開始すること。

開始した。

運行管理

・運転者に対し、輸送の安全

確保についての指導監督の

徹底

・特に右左折時、方向転回す

る際の死角となる部分の確

認、把握の方法

・適性診断結果に基づく適切

な助言指導の徹底


